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北郷町立黒荷田小学校

シリーズ：家庭教育「家庭における読書や家庭学習」

子どもにとって読書活動は、言葉を大切にし、感性を磨き、心豊かに生きる力を身に付
ける機会となります。そして、読書活動によって培われた豊かな想像力と繊細な言語活動
は、学力の基盤となる「考える力」や「感じる力」、「想像する力」「表現する力」を高め
る重要な要素となります。

［家庭における実践］
○ 「家庭読書」のすすめ
・週末に保護者もいっしょに読書（読み聞かせ）をする時間を設けましょう。
・子どもだけでなく保護者も読書量の目標値（月の冊数）を設定してみましょう。

○ 読書活動を進めるための家庭学習の工夫
・本に親しむ環境づくりの一環として、ノーテレビタイムを設けましょう。
・家庭学習の中に「読み声」等、音読の時間を設けましょう。

また、先日の家庭教育学級で北郷町教育課の川口先生から家庭学習の在り方について話
をしていただきました。事例に基づいたわかりやすい話でした。
南那珂教育事務所管内の児童生徒の家庭学習の実態をいくつかお知らせしておきたいと
思います。(平成１８年度県教委学力調査結果から)

項 目 割 合

・自分で学習の計画を立てている。 ５４．７ ％

・宿題はきちんとやっている。 ８９．０ ％

・授業の復習を毎日やっている。 ６９．１ ％

・平日の学習時間 （塾・家庭教師） ７９．８ 分
（家庭学習のみ） ６０．９ 分

・一ヶ月の読書冊数 ９．９ 冊

［家庭学習のポイント］
○ 家庭学習に集中して取り組める時間と場を確保しましょう。（ノーテレビ等）
○ 適切な保護者の関わり（宿題の見届け・子どもへの賞賛）をしましょう。
○ 小学校下学年では、主に決まった時間に家庭で勉強する習慣を身に付けさせるよう
にしましょう。漢字や計算等のスキル学習を内容として、学校で出された宿題を中心
でよいのではないでしょうか。

○ 小学校上学年では宿題に加えて、復習に重点をおいた自主学習も一部取り入れさせ、
自主学習の基礎を培うようにさせましょう。

学校訪問

１１月５日は学校訪問でした。南那珂教育事務所
の先生や北郷町教育委員会の方々が学校を参観され
ました。メインの授業では６年の国語「宮沢賢治」
が行われました。午後も授業や学校の研究について
の研究会が行われました。
子どもたちもふだん通りに発表等がでいました。
十分な準備をし、緊張の中ですすめる授業を経験
することで教師も児童も向上していくものです。

11月



充実した収穫祭

１１月９日は芋の収穫祭でした。
田代の黒木貞行さんの畑をお借りして育てた芋
です。
今年も多くの方々のサポートのおかげでたくさ
ん収穫できました。
その芋の収穫を祝う会です。今年は上級生がが
んばって、芋のクイズや芋の関係のある絵本の読
み聞かせをしてくれました。
坂元先生のおかげで焼き芋も食べることができ
ました。
秋のひととき、心もお腹も満たされた時間を過
ごすことができました。

持久走練習がんばってます

１１月１２日から持久走練習が始まりました。
ちょうど１ヶ月後の１２月１２日が持久走大会で
す。黒荷田小の持久走は一人一人が自分の走力をど
れだけ伸ばせるかを目標として取り組んでいます。
「ライバルは自分自身です。」自分の中にある「手
を抜こうとする弱い心」「より向上しようとする逞
しい心」を見つめながら走ります。
黒荷田小の子どもたちは持久走練習に関して「手
を抜く」ような子は一人もいません。１年生から６
年生まで一生懸命走っています。
これは、そのように育ててきた家庭、学校、地域
の教育力の成果だと考えられます。

中学校との連携授業

１１月には中学校の先生が黒荷田小へ来校され、
授業を行っていただきました。
４年生の理科授業「空気のかさと温度」
６年生の算数授業「分数のわり算」
どちらも専門性の高い先生なので、児童の興味を
引くような実験をされたり、児童の思考を引き出す
ような教材を準備されていました。

これも北郷町内の学校が行っている研究の一環で
す。このような連携授業は北郷小学校でも行われて
います。
町内の児童・生徒をみんなで育てていこう、学力
を向上させていこうというという思いの表れた取組
です。
中学校に入学したときに知っている先生がいるだ
けでも安心感がもてるものです。この取組にはその
ような児童の心の負担を軽くする意味もあります。

１２月の主な行事

７日（金）高齢者とのふれあい活動 ８日（土）県ＰＴＡ研究大会
１２日（水）参観日・持久走大会 １６日（日）星祭り設営
１８日（火）南那珂学力テスト １９日（水）南那珂学力テスト
２０日（木）凧作り ２１日（金）終業式
２３日（日）黒荷田ふれあい星祭り ２４日（月）星祭り後片付け


